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実施目的
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日本国内におけるパラスポーツの認知度向上と普及を図るべく、パラス
ポーツに親しむ機会を創出する。本イベントは、主催および共催の各団
体が主体となって「パラスポーツを通して日本の明るい未来」を育むべ
く、共創、共育、共生の場を作り出す「祭りの力」を活用し、様々な企
画を実施することにより、多様性の受容の促進を図り、共生社会の実現
を目指す。
具体的な取組みとしては、障がいの有り無しに関わらず、誰もがパラ

スポーツを知って、観て、楽しめる空間を創出し、パラスポーツの普
及・拡大ならびに心のバリアフリーの推進を図っていくことにより、
「共生社会の実現」の一助としていく。

３つの目標

1.「共生社会」の実現
障がいの有無に関わらず、様々な人々が同じ空間でパラスポーツや
その他の企画を楽しめるイベントを開催する。

2. パラスポーツの認知度向上
イベントを通して「パラスポーツの魅力」を訴求するとともに、車
椅子バスケ観戦やさまざまなパラスポーツ体験へと誘引し、パラス
ポーツの認知度の向上をはかる。

3. パラスポーツファンの増加
パラスポーツ普及の市民間の機運醸成を図ると共に、国内外にその
目的を発信する。パラスポーツファンを増やし、「パラスポーツの
各競技会場」への動員に結び付ける。



開催概要
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タ イ ト ル 共生スポーツ祭り2017 ＠東京体育館

日 時

2017年5月3日（水）・4日（木）・5日（金）

【小雨時】決行
【荒天時】荒天は台風、強風等、来場者や設備への影響を鑑みて判断

会 場 東京体育館前広場（JR千駄ヶ谷駅前）

主 催
公益財団法人日本障がい者スポーツ協会
GTFグレータートウキョウフェスティバル実行委員会

共 催 東京都、公益財団法人東京都スポーツ文化事業団、株式会社TBSテレビ

後 援
渋谷区、一般社団法人日本車椅子バスケットボール連盟
アイルランド大使館、メキシコ大使館商務部-PROMEXICO

協 賛
株式会社伊藤園、グリーンコア株式会社、
全日本空輸株式会社、一般財団法人日本児童教育振興財団

特 別 協 力 アゼリーグループ、文京学院大学、武蔵野大学

協 力
株式会社ブルボン、TOKYO MX、TOKYO FM、株式会社環境向学
玉川大学、津田塾大学、法政大学

来 場 者 数 3日間合計 15,000人目標

入 場 料 無料

J P S A
PARTNERS

日本航空株式会社、全国共済農業協同組合連合会、TANAKAホールディ
ングス株式会社、東京ガス株式会社、中外製薬株式会社、
三菱商事株式会社、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、
三菱電機株式会社、サントリーホールディングス株式会社、大同生命保
険株式会社、凸版印刷株式会社、株式会社モリサワ、
トヨタ自動車株式会社、株式会社ゴールドウイン、
東日本旅客鉄道株式会社、東京建物株式会社、株式会社大京、
エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社、
清水建設株式会社、味の素株式会社、野村ホールディングス株式会社、
株式会社大和証券グループ本社、東京ガス協力企業会、
全日本空輸株式会社、東京海上日動火災保険株式会社、
野村不動産ホールディングス株式会社、
株式会社みずほフィナンシャルグループ、三菱ケミカル株式会社、
株式会社日清製粉グループ本社
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⋆「内閣総理大臣杯争奪 第45回記念日本車椅子バスケットボール選手権大会」⋆と同時開催
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イベントの方向性
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に向けたフェスティバル

イベントに来場された方がメインアリーナで行われている日本車椅子バスケットボール選手権
大会と本イベントを行き来しながら、両方楽しめるような仕組みづくりを行う。各プログラムは
多様性を反映した内容とし、年齢・性別・国籍・障がいの有無に関係なく、イベントに訪れたす
べての人がブースやステージを回遊し、日本選手権を観戦しながら1日中楽しめる企画構成を
行っていく。
また、車椅子バスケ観戦やパラスポーツ体験へと誘引し、パラスポーツの魅力を体感してもらう。
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会場企画展開
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イベント期間中、メインアリーナ内
では「内閣総理大臣杯争奪第４５回記
念日本車椅子バスケットボール選手
権大会」が開催されています！ぜひ足
をお運びください。（観覧無料）



プログラム－PR / PARA SPORTS
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東京都主催のパラスポーツ体験ができる「NO LIMITS CHALLENG E」ではパネル展
示と陸上競技用車いすの体験会を実施。5/5（金）には車いす陸上競技のパイオニ
ア的存在・永尾嘉章さんが来場!

パラスポーツを体験してその面白さを知ろう！

＜参考 「NO LIMITS CHALLENGE」とは＞

区市町村や都各局等が主催する広く都民が集まるイベントに、パラリンピック競技の体験、アスリート

によるトークショー、競技紹介パネル・映像・競技用具等の展示等、パラリンピックの魅力を体験できるプ

ログラムを都が提供することにより、パラリンピックの普及啓発を図るとともに、東京2020大会の開催気

運の盛り上げにつなげていきます。

「NO LIMITS CHALLENGE」ウェブサイト http://no-limits.tokyo/

＜参考 「TEAM BEYOND」とは＞

パラスポーツ（障害者スポーツ全体を指して使用しています。）を盛り上げるため、東京都が展開し

ているプロジェクトです。スポーツをする人も、観る人も、支える人も、あらゆるメンバーが一つのチームと

なって活動していきます。

「TEAM BEYOND」ウェブサイト https://www.para-sports.tokyo/



プログラム－TALK SHOW /ATTRCTION
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TBS の人気コンテンツと特別コラボ企画を展開！

多目的コートで「ジャイアントコージくん」「ストラックアウト」や動画サイト「ＹＥＡＨＨＨ！」と
コラボで５０ｍ走企画、ブースでは「ＳＡＳＵＫＥ」のＶＲ体験！ ５/４（木）には「酒
場放浪記」の吉田類さんが来場！

多目的コートでアトラクション(ジャイアントコージく
ん、ストラックアウト)を3日間実施予定。

＊ZENRYOKY50は陸上トラックにて実施予定
(5月3日のみ)。



プログラム－STAGE
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10
スケジュールおよび出演者は変更となる可能性もありますのでご了承願います
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プログラム－STAGE 出演者一覧



FOOD・MARCHE・WORKSHOP
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日本や世界各地の伝統工芸品、趣向品、食の名産品・特産品等を中心とした様々
な商品を販売できるスペースを展開。東日本大震災と熊本地震の復興支援の一環
として、東北・九州の物販・復興マルシェも積極的に誘致していく。
また、障がい者が製造に関わっている伝統工芸品なども販売し、障がい者ともの
づくりについて知ってもらう機会とする。



FOOD・MARCHE・WORKSHOP
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出展者は変更となる可能性もありますのでご了承願います

No. ブース番号 パラペット 変更依頼

1 A NO LIMITS CHALLENGE 障がい者スポーツのパネル展示と陸上競技用車いす「レーサー」体験

2 B NO LIMITS CHALLENGE 障がい者スポーツのパネル展示と陸上競技用車いす「レーサー」体験

3 C NO LIMITS CHALLENGE 障がい者スポーツのパネル展示と陸上競技用車いす「レーサー」体験

4 D TBSテレビ 体験型アトラクション（VR）

5 E TBSテレビ 体験型アトラクション（VR）

6 F TEAM BEYOND TEAM BEYONDのPRと会員募集

7 G 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 障がい者スポーツのPR・パネル展示

8 H 渋谷区オリンピック・パラリンピック推進課 パラリンピックのPR紙芝居の実施、パネル展示

9 I
GTFグレータートウキョウフェスティバル実行委員会

Support Our Kids
東北復興支援チャリティ商品の販売

10 J 文京学院大学 大学生によるワークショップ・物販(共生社会・地域活性)

11 K
武蔵野大学スポーツマネジメントゼミ

大学生が創る障がい者スポーツ普及プログラム
大学生と自治体の取り組みの紹介(パネル展示)

12 L 大川観光協会
木工ワークショップと大川の観光PR・伝統工芸品・民芸品・特産品の販売

13 M 大川観光協会

14 N 関彰商事株式会社 サイバーダイン社のロボットスーツ「HAL」の紹介と体験

15 O 関彰商事株式会社 車いす乗車・介助体験

16 P 茨城県 茨城国体・観光PR、茨城県物産

17 1 川越達也のわくわく12時 川越シェフプロデュース弁当の販売

18 2 新宿氷業株式会社 かき氷の販売

19 3 株式会社伊藤園
ソフトドリンクの販売（販売予定商品：お～い、お茶、天然ミネラルむぎ茶、特保 黄金烏龍茶、

タリーズコーヒーブラック、不二家ネクターピーチ、不二家レモンスカッシュ）

20 4 熊本県PR ブース in 熊本県市長会 熊本県の観光PR

21 5 100%ニュージーランド生はちみつ専門店PBees ニュージーランド産生はちみつ専門店によるオリジナル商品の販売

22 6 うつくしま復興協議会 海産物・名物ずんだ大福・しそ巻きなどの販売

23 7
めしあがらいん！

宮城・障害福祉事業所 あがいんプロジェクト
障がい者と一緒に地元で栽培した米を使用した米粉クッキーを製造・販売(宮城)

24 8 岩手県宮古市 かけあしの会 つぶ貝・赤皿貝の串焼き、塩サイダーの販売

25 9 せんや ㈱水沢米菓 岩手産米を主原料としたお煎餅の販売

26 10 宮城農産 牛タン焼、宮城県産青果、海産物、大福、菓子、珈琲の販売

27 11 KiRe_mono 会津もめん 伝統工芸品「会津木綿」の雑貨の販売(４・５日のみ出展) 

28 12
岩手県 大槌町

大槌商工会 特産品販売
ホタテ焼き、海鮮物の販売

29 13
岩手県 釜石市
かまいし特産店

釜石特産品（地酒浜千鳥・地酒羊羹・海藻乾物）の販売

30 14
日本ホテル株式会社

日本酒サービス研究会・酒匠研究会連合会（SSI）／NPO
法人FBO

東北の地酒の販売（グラス売り）

31 15 青森県 下北半島 東通村 東通村の特産品・名産品の販売

32 16
岩手県 北上市

KitaＣoming！北上市
本場ドイツで認められたウィンナーと地酒の販売。北上市の観光PR。 (*3日のみ)

33 17 きたかみチョイス 旬野菜アスパラの試食販売。ふるさと納税のPR。(*3日のみ)

34 18 Seamus O'Hara Irish Pub アイルランド料理・ドリンクの販売(グラス売り）

35 19
メキシコ大使館商務部

PROMÉXICO
メキシコ産テキーラの販売(グラス売り）

36 ① ビストロAZUMA（キッチンカー） カレーライス、スタミナ焼肉丼、フランクフルト、ぶどうジュース、生ビール

37 ② オレンジサブマリーン（キッチンカー） タン串、ハラミ串、ハラミ丼、生ビール

38 ③ フードトラックマーケット（キッチンカー） 東北復興支援メニュー・ワールドメニューの販売

39 ④ フードトラックマーケット（キッチンカー） 東北復興支援メニュー・ワールドメニューの販売

40 ⑤ フードトラックマーケット（キッチンカー） 東北復興支援メニュー・ワールドメニューの販売

41 多-1 ジャイアントコージ君 ジャイアントコージ君

42 多-2 ストラックアウト ストラックアウト

43 多-3 ZENRYOKU50 ZENRYOKU50



公益財団法人日本障がい者スポーツ協会
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創立 1965年

事務局 東京都中央区日本橋蛎殻町2-13-6 ユニゾ水天宮ビル3Ｆ

電話番号 03-5939-7021

FAX 03-5641-1213

会長 鳥原 光憲 (日本パラリンピック委員会 会長)

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会

公益財団法人日本障がい者スポーツ協会は、昭和39年に開催されたパラリンピック東京大

会を契機に、我が国の身体障がい者スポーツの普及・振興を図る統括組織として、「財団

法人日本身体障害者スポーツ協会」の名称で昭和40年に厚生省（現 厚生労働省）の認可

を受けて設立されました。

平成10年に長野県で開催された冬季パラリンピックを契機に、3障がいすべてのスポーツ振

興を統括する組織として、また国際舞台で活躍できる選手の育成・強化を担う統括組織と

しての位置づけが有識者会議で提言されました。そこで平成11年、当協会の寄附行為を改

正し、財団法人日本障害者スポーツ協会に組織名を改称するとともに、協会内部に日本パ

ラリンピック委員会を創設しました。

その後、平成14年に閣議決定された新たな障害者基本計画において、障がい者スポーツの

振興については当協会を中心に進める旨が記されました。さらに平成23年8月、スポーツ振

興法が50年ぶりに全面改正され新たにスポーツ基本法が公布されました。新法では、障が

い者のスポーツ振興についてはじめて言及され、国の責務とともに当協会の立場が明確に

なりました。

概要

 競技団体：58
 統括競技団体：5
 JPSA「オフィシャルパートナー」：27社

日本障がい者スポーツ協会（JPSA）加盟協議団体数

（2017年1月1日現在）



GTFグレータートウキョウフェスティバル（略称：GTF ）は、
「東京圏（ 東京・神奈川・千葉・埼玉）ならではのお祭り・イベントで
地域に誇りをもってもらおう」と2002年に始動。

多くの賛同をいただき、東京圏から日本を盛り上げるべく
市民参加型の活動を続け、本年度で16年目を迎えました。

「次の世代に残すべき伝統を継承し、新たなる文化を創造すること」に
重点を置きながら、様々な社会の課題に対する取り組みを行ってまいります。

東京圏と地域をつなぎ、その力をアジア、世界へと発信し、
日本再興に寄与するプラットフォームになるべく、
「共に創り、共に育み、共に生きる」をコンセプトに祭りの力を広げてまい
ります。

GTFグレータートウキョウフェスティバル
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創立 2002年

事務局 東京都千代田区麹町2-12- 6 ミツリ麹町ビル3・4 F
(ヒーローズエデュテイメント(株)内)

電話番号 03-3222-6262

FAX 03-3222-6263

実行委員長 後藤 亘 (東京メトロポリタンテレビジョン株式会社代表取締役会長、
株式会社エフエム東京 名誉相談役)

企画財務委員長 秋沢 志篤 (ヒーローズエデュテイメント株式会社代表取締役会長兼社長)

GTF憲章

1. 東京、神奈川、千葉、埼玉の東京圏を活動拠点とし、企業と自治体が協力し、来るべ
き将来の生活者の精神的支柱となるべき" 21世紀の資産としての文化創り"を継続的に
行っていきます。

2. 『子どもには夢を、若者には大志を、そして大人には誇りを』。
今を生きる一人ひとりが未来に対しての明るい希望を持ち続けて生きていける、そん
な社会の仕組みを模索・創造していきます。

3. 子どもたちのこと、そして子どもたちのまた子どもたちのことも考え、一人でも多く
の仲間を増やしながら、" 新しい文化の創造と社会の仕組み創り"を通じて、東京圏、
ひいては日本の活性化を牽引する" 新たな市場"を興し、育成・拡大していきます。

ＧＴＦ実行委員会


